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ことを示した。原多糖のも一つの成分であるグリコーズは D- グルコーズであって、その 6 位が結合
に参与していることは己に知られていたが、長谷君は上記脱窒素反応、を用いる特異の手法によって原
多糖中のマンノサミノウロン酸をグルコーズに導き、それの部分水解物中に二種のグルコーズ二糖を
同定した。
即ち一つはゲンチオビオーズ、他はマルトーズであった。このことから原多糖の環構造、結合位置、
配糖体結合の立体構造は全て一義的に証明された。よって同君の論文は理学博士の学位論文として十
分価値あるものと認める。
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